
１ 特別支援教育コーディネーターの取組

・ 特別支援教育推進委員会で事例の状況を把握、

今後の取組について検討する際の司会。

・ 職朝、人権推進委員会で全体への報告。

・ 個別の教育支援計画の作成への参画 等

児童の気になる問題についての話を聞き、受け止め

ながら一緒に考える姿勢を大切にする。

巡回相談指導や関係機関

との連携

担任への支援

校内の関係者の連絡・調整

校内委員会での推進役

保護者に対する相談窓口

特別支援教育推進委員会の開催

・ 児童の様子に対する手立て、支援の提案

机・いすの脚にテニスボール（手立て１）

ルンルン言葉・イガイガ言葉シート（手立て２）

・ 特別支援学級での「朝の会」への部分参加 等

・ 特別支援教育推進委員会開催に向けての準備 等

・ 巡回相談指導を受けた後の情報を、校内での支

援に活用する。

・ 関係機関との相談を受ける際の手続きの支援

・ 中学校進学に向けて保護者懇談の実施

・ 個人プロフィール表作成への参画（手立て３）等

－小学校の実践Ⅱ－

担任への支援を中心とした

特別支援教育コーディネーターの取組

本校は、全校で１３学級の比較的小規模な学校である。平成１６年度より特別支

援教育推進委員会を設置しており、学級担任が日頃の指導で気付いた「気になる児

童」について、少人数でその課題や対応について話し合いをもっている。そして、

その結果を全職員で共有し、校内での支援を積極的に行っていく体制をとっている。

その中で、ここでは担任から出された困り感をもとに全校で行った取組や教材の

工夫を中心に紹介する。



音に過敏な児童が、「教室が

うるさい。」といって飛び出

すことが多い。

相 手 の 気 持 ち を 理 解 し

にくい児童が、暴言を繰

り返して言う。

２ 児童への手立て

(1) 手立て１

・ 雑音が消えて、音に過敏な児童の飛び出しが少なくなった。

・ 他の児童も授業に集中しやすくなった。

(2) 手立て２

・ １～４学年の全クラスで共通して使った。

・ 好ましくない言葉が視覚的に分かりやすいイラストもつけたことで、掲示を指さす

だけで言葉に気を付けようとする様子が見られるようになってきた。

担任から出された気になる行動

全校の机・いすの脚にテニスボールをつける。

担任から出された気になる行動

・注目しやすい位置に貼っておく。

パウチをして付箋紙をつけておき、

言った言葉をすぐ書くことができ

るようにしておく。

→その場ですぐ評価できる。

パウチをして、板磁石を背面につけ

る。

→取り外し可能で必要なときだ

け使える。

ルンルン言葉とイガイガ言葉



(３ ) 手立て３

【個人プロフィール表形式】

児童プロフィール表 年 月 日 記入者（ ）

児 童 名 生年月日

保護者名 家族構成

住所

検査 等

診察・相談・教育歴 才 月

年 月

現在連携している機関 （教育・支援機関・地域の活動・塾等を含む）

医療・健康での配慮事項

本人の様子（興味・関心・行動の特徴）

その他・配慮事項

・ 小学校から中学校へと新しい環境に入ることは、児童にとっても保護者にとっても不

安や心配がある。特に、そうした環境の変化に大きなストレスを感じやすい児童にとっ

ては、必要な支援が一貫して行われることが、新たなスタートをスムーズに切るために

は欠かせない。

・ 保護者にとっても引き継ぎ事項がはっきりと文章化され、自分が同意できる内容であ

ることが安心感につながる。

・ 引き継ぎに当たっては、個人情報の保護という観点からも、細やかな配慮が必要であ

る。

卒業を間近にして、

中学校での生活が心

配です。必要な配慮

をしてもらえるので

しょうか。

保護者から出された不安 校
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早ければ１２月くらいか

ら、時期をみて保護者に働

きかけるとお互いに余裕を

持って取り組める。

構成メンバーは状況

に応じて、少ない方

がよい場合もある。

日頃から機会を捉

えて連携をしてお

くことが大切。


